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広島・東京・岩手の３都県における家庭内被

服製作の実態調査（第１報）
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1. 昭和30年代のめまぐるしい技術革新の影響をうけ

てきた現在の家庭生活において，被服製作技術が日常ど

のようなかたちで行なわれているかを把握する目的で，

調査研究を実施し，第１報としては，(1) 調査対象者の

家庭について，(2) 裁縫を主とする人について，(3)　年

間月別自家製作品別数量について，その実 態を報 告す

る。

2. 調査時期は，昭和42 年11 月に実施。(3)について

は，昭和41年11月から42年10月までの１年間を区切って

調査した。

調査対象は，広島・東京・岩手の３都県の女子高校生

の家庭500 世帯を目標とし，調査用紙は各都県600 枚ず

つ,   1800枚を 配布し,た。記入者は，家庭内における裁縫

を主とする者を原則とした。

3.    （1) については，全国平均4.05 人 より1.29 人多い

結果となり，家の職業には，3 都県の性格があらわれて

いる。 (2) については，年代別による職業の有無・最終

学歴・役立った技能習得機関を考察し，特に技能習得機

関と最終学歴との関係について，つぎのような結果が得

られた。義務教育卒は，家庭→塾→学校の順に，より高

い学歴の者は，塾→学校→家庭の順位となる。図　につ

いては，地域ごとの特色が一部にみられ，広島と東京は

ほぼ類似した動きを示しているが，約50% が 農家によっ

て占められている岩手の場合は，季節的変動において，

他の２地域とはちがった特色があらわれている。


